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第７章　NG対応をOK対応に！　悩めるナー
スとの対話に学ぶ　SATの上手な生
かし方
　本章において、「クレーム対策」、「ミス・ひ
やりはっと」、「パワ―ハラスメント」、「医師と
の関係」、「ストレスの身体症状を抱えたスタッ
フへの対応」、「新人指導で板挟み」、「組織にお
ける壁」など、日頃看護師が出会う困った場面
において、NG対応をどのようにOK対応に変
えていくかの方法が述べられている。
３．ま と め
　本書の内容については、上記のようである
が、一読して最も強く感じたことは、このよう
な看護師自身へのストレスマネジメント教育の
方法は必要であるにもかかわらず、看護師教育
においてそのような教育プログラムが十分に充
足されていないことである。
　現代社会はストレス社会であり、ストレスマ
ネジメント対策は、われわれのウェルビーング
には必要なことである。一方、看護師が燃え尽
き症候群で、そのキャリアを途中でリタイヤす
るようであれば、これほどつらいことはないだ
ろう。
　したがって、本書は、看護師教育の中におい
て、患者に用いることができ、そして自分自身
へのストレスマネジメントの有効なプログラム
の教材になるのではないかと思われる。
蓄積する必要がある。そのためには、コミュニ
ケーション・スキルを磨き、職場での問題解決
を促進し、プロフェッショナルな評価にもつな
げることが重要である。そこで、本章ではリス
ニングスキル・アサーションスキル・ネゴシ
エーションスキルなどが紹介されている。
第５章　SATのちょっと深い話－「考え方」で
はなく ｢感じ方｣ を変える－
　私たちのストレスの原因は、周りの目を恐
れ、自分の本当の気持ちを抑えて行動している
ことが原因という。しかし、行動は理屈ではわ
かっていても、どうにもならないことが多い。
それは、行動の90％以上は潜在意識でコント
ロールされているからであるという。その嫌悪
系潜在記憶には次のようなものがある。特に養
育者との関係における３歳以降の「言葉で表現
できる記憶」と３歳以前の「言葉にできない記
憶」、「胎内期の記憶イメージ」などがある。そ
のイメージの変更が必要である。
　さらに、やっかいなことに私たちは自分の体
の中に、他者の遺伝情報を有すキメラ細胞が混
入（マイクロキメリズム）している。このこと
は、私たちはだれしもが複数の人格を有してい
ると考えることができ、本書では、そのことが
私たちの身体違和感や生きづらさにもつながっ
ている。そこで、代理顔表象を用い嫌悪系の複
数人格イメージを良好なものに変更する必要が
あるという。
第６章　「感情労働」から「ソウル労働」へ
　看護師の仕事は「感情労働」に分類されてい
る。その行きつく先がバーンアウトにならない
ようにするために、患者や自分の感情に正面か
ら向き合い、それが「嫌悪系感情」であれば、
背後にある欲求に気づき、欲求を充足するか、
見通しを立て「報酬系感情」に切り替えること
が、医療従事者に本来求められている役割なの
だという。
